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緒 言

1856年Williamsに よつて創製 された 感 光色素

は1875年Hermaa Karl Vogelに よりその感光性 が

み とめられ感光材料 として重用 されてきたが, 1932

年Browning1)一 派に より本色素の殺菌作用が発見

され,一 方わが国において波多野,尾 形に よつて医

学的応用への本格的研究がおこなわれた.す なわ ち,

大正12年 尾形2)に よ り感 光 色 素Illuminol族 が 合

成 され,昭 和9年 来 波 多 野3),鈴 江4),今 永5),緒

方6),村 上7),尾 崎8),島 田9),宮 崎10)ら による基 礎

的生物学的研究 より,臨 床上の諸疾患にたいする作

用にいた るまで数多 くの研究が発表 され ている.

著者は これ らの研究 中,と くに網状織 内被細胞 系

(本論文では網 内系 と略称する),酸 化還元系,造 血

臓器の賦活,組 織呼吸お よび基礎代謝におよぼす作

用,循 環 系,呼 吸系にお よぼす作用,抗 体産生増強

作用等に注 目し,と くに 当教 室 の本庄11)のThia

zolocyanin系 感光色素Platoninの 網内系機能お よ

び血清蛋白にお よぼす作用に関す る研究 に興味をお

ぼ え,網 内系機能 お よび 血 清蛋白,な かんず く γ-

Globulinと 密接 な関 係 を有する抗 体産生の消長 に

たいする本色素の作絹な らびに網 内系の主要臓器た

る脾を剔出す ることに よ り,ま た該系統の墨汁填塞

によつてその機能 を低下せ しめた場合について も同

様の作用 を究明せんとして本実験 を企図 した.

なお,す でに著者が第1編12)に お い て ウシ血清

を抗原 とした網内系機能,血 清蛋 白分劃および抗原,

抗体価の消長について観察 してえた知見を参照 とし

て本編をすす めた.

実験方法ならびに実験材料

1.実 験動 物

実 験 動 物 は2.5～3.0kgの 成 熟 ウサ ギ を使 用 し,

豆 腐粕 を もつ て同 一小 舎 に 飼 育 し, 1週 間一 定 の 条

件 の も とに 飼 育 した の ち に実 験 した.

2.抗 原 お よび免 疫方 法

第1編 と同様 ウシ血 清5ccを1回 耳 静脈 に注 射 し

た.

3.感 光 色 素

感 光色 素 は 当教 室 慣用 の 日本感 光 色 素 研 究 所 伴

野 技 師 分 譲 に よるPlatonin N. K. No. 53を 使 用

し,化 学 組 成 は4・4´ ・4″-Trimethyl-3.3´ ・3″-

trihepthyl-8-(-2″-thiazol)・2・2´-pentamethin-

thiazolocyanin-3・3″-dichlorid.分 子 式 は

C38K61N3S3C12.そ の構 造 式 は 下図 の ご と くで あ り,

性 状 は無 臭 の 紫緑 色結 晶性 粉 末 で,水,ア ル コー ル

に よ くとけ 紫 色 を呈 す る.

4.網 内系機能障害

a)墨 汁填塞

第1編 と 同 様10%に 稀 釈 し た市 販 不 易墨 汁 を

pro kg 5ccあ て毎 日1回15日 間 耳 静 脈 よ り注 射 し

た.
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b)脾 剔 出

第1編 と同 様 の術 式 に よ り剔 出 した.

5.網 内系 機能 検 査

第1編 と同 様Adler Reimann13)のKongorot法

を使 用 した.

す な わ ち, Kongorot Index(以 下K. I.と 略 記 す

る)=
60分 目の濃度

/4分 目の濃度
×100

6.抗 原および抗体価の測定

第1編 同様当教室慣用の沈降反応術式に したがい,

抗原重層后15分 おいて沈降反応陽性 の ものを(〓),

 30分 を(〓), 1時 間 を(+), 2時 間を(±), 2時

間 を経過するも陰性 のものを(-)と した.ま た対

照 の記載はすべて省略 した.

7.電 気 泳動

日立製HTD-I型Tiaeliue電 気 泳動 装 置を使用

し,緩 衝液,試 料の稀釈お よび透析,泳 動方法,面

積 測 定 な らび に蛋 白 濃 度測 定 も と もに第1編 と同様

の材 料,方 法 お よび 装 置 を もつ て お こなつ た.

8.な お ウサ ギは1群5頭 を もつ て したが 成績 は

特殊 の もの を の ぞ き簡 略 の た め類 似 成績 を示 す もの

は そ の代 表 的 の もの3匹 に つ いて 表 示説 明 した.

実 験 成 績

1.正 常 ウサ ギに つ い て

a)Platonin pro kg 5γ 隔 日3回 注 射 の場 合

免 疫 前正 常 ウサ ギ につ い てK. I.,血 清総 蛋 白濃度

(以 下T. P.と 略 記す る)お よび血 清 蛋 白 分劃 を測

定 した のち ウ シ血清 を注 射 し,同 時 にPlatoninを

pro kg 5γ 隔 日3回 注 射 し,抗 原 注 射后7, 14, 20,

 30, 40, 55, 70お よび85日 とK. I., T. P.,血 清 蛋白

分劃 お よび抗 原,抗 体価 を測定 し,そ れ ら の変 移を追

求 した 成績 はK. I., T. P.お よび 蛋 白 分 劃 につい

ては 表1の ご と くで あ り,ま たT. P.お よび血 清蛋

表1
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表2
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白分劃について冬検査期 日における前検査 期日との

濃度差(g/dl)の 注射前の濃度にたいする百分比を

もつて増減率 とな し, K. I.に つ いては各検査期 日

におけ る前検査期 日との差 をもつて増減差 とな し,

いずれ も増加は+,減 少は-と してあ らわ した成績

は表2の ごとくであ り,ま た抗原お よび抗体価 につ

いては表3の ごと くである.

まず, K. I., T. P.お よび蛋白分劃につき各3例

表3

を 通 して観 祭 し,一 定 した変 化 を ま とめ た結 果 つ ぎ

の ご と くで あつ た.

K. I.は 抗 原注 射 後7日 に減 少, 14日 に増 加, 30

日に 減 少, 85日 に増 加 の ほか は 増 減 不 定, T. P.は

40日 に 減少, 55日 に増 加, 70日 に 減少 の ほか は不定,

 Albuminは7お よび14日 に 増加, α-Globulinは 全

期 日 と も不 定, β-Globulinは40日 に 減 少, γ-Glo

bulinは7お よび14日 に増 加, 20お よび40日 に 減少

し,そ のほか は不定 で あつ た.

ま た平 均値 にお い て はK. I.は7貝 に 減 少, 14日

に増 加, 20お よび30日 に 減 少, 40日 以后 増 加 し,

 T. P.は14日 まで増 加, 20日 以 后 減 少 お よび増 加 を

交 互 に く りか え し, Albuminも14日 ま で 増 加, 20

日以后 減 少 お よび増 加 を交互 に く りか え し, α-Glo

bulin は14日 まで減 少, 20お よび30日 に 増 加, 40日

以后 減 少 お よび 増加 を 交 互 に く りか え し, β-Glo

bulinは14日 まで 減 少, 20日 に 不 変, 30日 に増 加,

 40日 に減 少, 55日 に増 加, 70日 以 后 減 少, γ-Globu

linは14日 まで増 加, 20日 以 后55日 ま で 減少, 70日

に増 加, 85日 に減 少 した.

つ ぎに抗 原,抗 体 価 に つ き観 祭 す る とNo. 1に お

いては 注 射 后7日 に100×10, 14日 に40,000×160,

 20日 に40,000×40, 30日 に40,000×20, 40お よび55

日に20,000×10, 70お よび85日 に8,000×10で あ つ

た. No. 2に お い て は7日 に500×10, 14～40日 に

20,000×20, 55お よび70日 に20,000×0, 85日 に

14,000×0で あつ た. No. 5に お い ては7日 に100×

10, 14日 に8,000×10, 20お よび30日 に4,000×10,
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40日 に1,000×10, 55日 に500×5, 70お よび85日 に

100×0で あつ た.

以 上3例 を通 して 各例 と も抗原 注 射14日 目に 抗原

お よび抗体 価 と もに最 高 とな り,爾 后 漸次 減 少 した.

b)Platonin pro kg 5γ 連 日7回 注 射 の場 合

前 項 と同 様 の 実 験 方 法 に よ りPlatoninをpro

 kg 5γ 毎 日1回7日 間 注 射 した 場 合 の変移 を追求 し

た 成績 はK. I., T. P.お よび 蛋 白分 劃 につ いて は表

4,そ の増 減 差 お よび率 は表5,抗 原 お よび抗 体価

に つ いて は表6の ご と くで あ る.

まず, K. I., T. P.お よび蛋 白 分 劃に つ い て各3

例 を 通 して観 祭 し一 定 した変 化 を も とめ た結 果 つ ぎ

表4
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表5

表6



Thiazolocyanin系 感光 色 素Platoninの 抗 体 産 生 に お よぼ す作 用 に 関 す る実 験 的研 究 3545

の ご と くで あつ た.

K. I.は 注 射 后7日 に 増 加. 30日 に 減少, 85日 に

増 加 の ほか は 増 減 不 定, T. P.は 全 期 日と も不 定,

 Albuminは30お よび55日 に増 加, α-Globulinは 全

期 日 と も不定, β-Globulinは85日 に 増 加, γ-Glo

bulinは7お よび14日 に 増加, 20日 に 減少, 30日 に

増加, 40日 に減 少 し,そ の ほか は 不定 で あつ た.

ま た平均 値 に お い てはK. I.は30日 まで 増 加 お よ

び減 少 を交 互 に くりか え し, 40お よび55日 に増 加,

 70日 に 減少, 85日 に 増 加 し, T. P.は14日 まで 増 加,

 20日 以 后 減 少 お よ び 増 加 を 交 互 に く りか え し,

 Albuminは7日 に減 少, 14日 以 后30日 まで増 加,

 40日 以 后減 少お よび増 加 を 交 互 に く りか え し, α-

Globulinは14日 ま で 減少, 20お よび30日 に 増加,

 40日 に 減少, 55日 以后 増 加, β-Globulinは7日 に

増 加, 14日 以 后30日 まで 減 少, 40日 に増 加, 55日 に

減 少, 70日 以 后 増 加, γ-Globulinは14日 まで 増 加,

 20日 に 減少, 30日 に増 加, 40日 以 后 減 少 した.

つ ぎ に 抗 原 お よ び 抗 体 価 に つ いて 観 察す る と

No. 6に お い ては 注 射 后7日 に100×5, 14日 に2,000

×20, 20日 に2,000×5, 30.お よび40日 に2,000×0,

 55日 に1,000×0, 70お よび85日 に0×0で あ った. No. 7

に お い ては7日 に100×5, 14日 に2,000×10, 20お よ

び30日 に500×5, 40日 に500×0, 55お よび70日 に

100×0, 85日 に0×0で あ つ た. No. 10に お い ては7

日に100×10, 14お よび20日 に10,000×10, 30日 に

4,000×10, 40日 に500×10, 55お よび70日 に500×5,

 85日 に0×0で あ つ た.

以 上3例 を 通 して 各例 と も14日 に抗 原 お よび抗 体

価 は最 高 とな り,爾 后 漸 次 減退 してNo. 6は70日,

 No. 7お よび10は85日 に0×0と な つ た.

2.脾 剔出 ウナ ギに つ いて

a)Platonin pro kg 5γ 隔 日3回 注 射 の 場 合

脾 剔 出前 正常 クサ ギにつ い てK. I., T. P.お よび

血 清 蛋 白分 劃 を測 定 した のち,前 述 の方 法 に よ り脾

剔 出 を お こな い,そ の1日 后 にK. I., T. P.お よび

蛋 白分 劃 を 測定 して ウ シ血清 抗 原 を 注 射 し,同 時 に

Platonin pro kg 5γ 隔 日3回 注 射 をお こな い,抗

原注 射 后7, 14, 20, 30, 40, 55, 70, 85日 とK. I.,

 T. P.,蛋 白分 劃 お よび 抗 原,抗 体価 を測 定 し,こ れ

らの変 移 を追 求 した成 績 はK. I., T. P.お よび蛋 白

分 劇に つ い ては 表7,そ の増減 差お よび 率は 表8,

抗 原 お よび抗 体価 に つ い てに 表9の ご と くで あ る.

まず, K. I., T. P.お よび 蛋 白 分 劃に つ い て 各3

例 を 通 して 観 察 し,一 定 した 変化 を も とめた と ころ

つ ぎの ご と くで あつ た.

K. I.は 脾 剔 出后1日 に増 加,抗 原 注 射后85日 に

増 加 の ほか は 増 減不 定, T. P.は 増 減不定, Albumin

は脾 剔 出 后1日 に減 少,注 射后7お よび30日 に 増 加,

 α-Globulinは 注 射 后7お よび30日 に 減 少, 85日 に

増 加, β-Globulinセ よ脾 剔出 后1日 に 増 加,注 射 后

14日 に 減 少, 20日 に 増 加, 30日 に 減 少, γ-Globulin

は 脾 剔 出 后1日 に減 少,注 射后7お よび20日 に 増 加

し,そ の ほか は 不定 で あつ た.ま た平 均 値 に お いて

はK. I.は 脾 剔 出后1日 に増 加,注 射 后7日 に 減 少,

 14, 20お よび30日 に増 加, 40お よび55日 に 減 少, 70

日以 后 増 加 し, T. P.ほ 脾 剔 出 后1日 に減 少,注 射

后7～55日 に お い て 増 加 お よび減 少 を交 互 に く り
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か え し, 70日 は 不 変, 85日 に 減 少 し, Albnminは

脾 剔 出后1日 に 減少,注 射 后7日 に 増 加, 14お よび

20日 に 減少, 30目 に増 加, 40日 に 減少, 55お よび70

日に増 加, 85日 に 減 少, α-Globulinは 脾 剔 出后1

日に 増 加,注 射 后7お よび14日 に 減 少, 20～55日 に お

い て増 加 お よび減 少 を交互 に く りか え し, 70日 以后

表7
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増 加, β-Globulinは 脾 剔 出 后1日 に 増 加,注 射后

7お よび14日 に 減少, 20日 に増 加, 30～70日 に お い

ては 減 少 し. 85日 に 不 変, γ-Globulinは 脾 剔 出 后

1日 に 減 少,注 射 后7～40日 に お い て増 加, 55日 以

后 減 少 した.

つ ぎ に 抗 原 お よ び 抗 体 価 に つ い て観 察 す る と

No. 12に お い て は注 射后7日 に2,000×0, 14日 に

20,000×80, 20, 30お よび40日 に1,000×20, 55日

に1,000×5, 70日 に500×0, 85日 に0×0で あつ た.

 No. 13に つ い ては 注 射后7日 に0×0, 14日 に10,000

×20, 20日 に8,000×5, 30日 に4000×0, 40日 以 后

は0×0で あ つ た. No. 15に つい て は注 射 后7日 に0

表8
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表9

×0, 14日 に20,000×20, 20日 に20,000×5, 30日 に

4,000×0, 40日 に1,000×0, 55日 に500×0, 70日 以

后 は0×0で あつ た.

以 上3例 を通 して 各例 と も抗 原 お よび抗 体価 は 注

射 后14日 に最 高 とな り,爾 后 漸次 減 退 し, No. 12に

お いて は注 射 后85日, No. 13に お いて は注 射 后40日,

 No. 15に お い ては 注 射 后70日 に0×0と な つ た.

b)Platonin pro kg 5γ 連 日7回 注 射 の場 合

前 項 と 岡 様 の 実 験 方 法 に よ りPlatoninをpro

 kg 5γ 毎 日1回7田 間 注 射 した 場 合の 変移 を 追求

した成 績 はK. I., T. P.お よび 蛋 白分 劃 に つ いて は

表10,そ の 増 減差 お よび率 は 表11,抗 原 お よび抗 体

価 に つ いて は表12の ご と くで あ る.

まず, K. I., T. P.お よび 蛋 白 分 劃 に つ いて 各3

例 を通 して 観 察 し一 定 した変 化 を もとめ た結 果 つ ぎ

の ご と くで あつ た.

K. I.は 脾 剔 出盾1日 に 増 加,抗 原注 射后7日 に

減 少, 20お よび30日 に増 加, 55日 に 減 少, 85日 に増

加 の像 か は増 減不定, T. P.は 注 射 后7お よび14日

に増 加 のほ か は 不 定, Albuminは 脾 剔 出后1日 お

よび抗 原注 射 后7日 に減 少,注 射 后20日 に 増加 の ほ

か 増 減不 定, α-Globulinは 注 射 后7日 に 増 加, 14

日に 減少, 40日 に 増 加, 55日 に 減 少, β-Globulin

は 脾 剔 出后1日 お よび注 射 后7日 に増 加, 14, 20お

よび30日 に 減 少, 70日 以 后 増 加, γ-Globulinは 脾

剔 出后1日 に減 少,注 射 后7お よび14日 に 増加, 20

お よび30日 に 減少 し,そ のほ か は不 定 で あ つ た.

また平 均値 にお いて はK. I.は 脾 剔 出後1日 に 増

加,注 射后7お よび14日 に 減 少, 20お よび30日 に 増

加, 40お よび55日 に 減 少, 70日 以 后 増 加 し, T. P.

は 脾剔 出后1日 に 減 少,注 射 后7お よび14日 に増 加,

 20お よび30日 に減 少, 40お よび55日 に増 加, 70日 に

不 変, 85日 に 増 加 し, Albuminは 脾剔 出后1日 お

よび注 射 后7日 に 減 少, 14～55日 に お い て増 加, 70
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日に不 変, 85日 に 増加, α-Globulinは 脾 剔 出后1

日 お よび注 射 后7日 に増 加, 14, 20お よび30日 に 減

少, 40日 に増 加, 55お よび70日 に 減 少, 85日 に 増加,

 β-Globulinは 脾 剔出 后1日 お よび注 射 后7日 に 増

加, 14, 20お よび30日 に 減少, 40日 に増 加, 55日 に

減少, 70日 以 后 増 加, γ-Globulinは 脾剔 出后1日

表10
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に 減 少,注 射 后7お よび14日 に増 加, 20, 30お よび

40日 に 減 少, 55日 に 増 加, 70日 以 后 減 少 した.

つ ぎ に 抗 原 お よび 抗 体 価 に つ いて観 察 す る と

No. 17に お い ては 注 射后7日 に10,000×40, 14日 に

20,000×80, 20日 に20,000×40, 30日 に20,000×20,

 40日 に20,000×10, 55お よび70日 に20,000×5, 85

日に10,000×5で あ つ た, No. 18に お い て は注 射 后

7日 に1,000×0, 14日 に10,000×20, 20日 に8,000

×20, 30日 に8,000×10, 40お よび55日 に4,000×5,

 70お よび85日 に2,000×0で あ つ た. Na. 20て お い て

は注 射 后7日 に1,000×0, 14お よび20日 に20,000×

40, 30日 に20,000×20, 40日 に20,000×10, 55, 70

お よび85日 に20,000×5で あ つ た.

以 上3例 を 通 して 各例 と も抗 原 お よび 抗 体価 は注

表11
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表12

射后14日 に 最 高 とな り,爾 后 漸 次 減 退 の傾 向 を示 し

たが,抗 体 価 に比 して 抗 原価 の 減 退は 軽 度 で あつ た.

3.墨 汁 填塞 ウサ ギにつ いて

a)Platonin pro kg 5γ 隔 日3回 注 射 の場 合

墨 汁 填 塞 前正 常 ウサ ギに つ いてK. I., T. P.お よ

び血 清 蛋 白分 劃 を 測定 した 后 前述 の 方 法に よ り墨 汁

注 射 を お こな い,そ の 終 了1日 后 にK. I., T. P.お

よび 蛋 白分 劃 を 測定 して ウシ血 清抗 原 を注 射 し,同

時 にPlatonin pro kg 5γ 隔 日3回 注 射 を お こな い,

抗 原注 射后7, 14, 20, 30, 40, 55, 70お よび85日

とK. I., T. P.,蛋 白分 劃 お よび抗 原,抗 体価 を測

定 して,こ れ らの消 長 を 追求 した 成績 はK. I., T. P.

お よび 蛋 白分 劃 に つ いて は表13,そ の増 減差 お よび

率 は表14,抗 原 お よび抗 体 価 に つ い ては 表15の ご と

くで あ る.

まず, K. I., T. P.お よび 蛋 白分 劃 に つ いて 各3

例 を通 して 観察 し一 定 した変 化 を も とめ た結果 つ ぎ

の ご と くで あ つ た.

K. I.は 墨 汁 注 射 終 了1日 后 に増 加,抗 原注 射 后

7お よび70日 に減 少 の ほ か は 増 減 不定, T. P.は 墨

汁注 射 終 了1日 后 に減 少,抗 原注 射 后7お よび14日

に 増加, 20, 70お よび85日 に 減 少 の ほ かは 不定,

 Albuminは 墨 汁注 射終 了1日 后 お よ び 抗 原 注 射后

7日 に 減 少, 14日 に 増 加, 70お よび85日 に 減 少,

 α-Globulinは 抗 原注 射 后20日 に 減 少, 70日 に増 加,

 β-Globulinは 墨 汁注 射終 了1日 后 お よび抗 原 注 射

后7日 に 増 加, 20お よび85日 に 減 少, γ-Globulin

は墨 汁注 射 終了1日 后 に減 少,抗 原注 射后7お よび

14日 に 増 加, 20お よび40日 に 減 少, 70日 に増 加, 85

日に減 少 しそ のほ か は不 定 で あつ た.

また平 均 値に お いて はK. I.は 墨 汁注 射 終 了1日

后 に 増 加,抗 原注 射后7～30日 に お い て 減少 お よび

増 加 を交 互 に く りか え し, 40日 に 減少, 55日 に不 変,

 70日 に減 少, 85日 に 増加 し, T. P.は 墨 汁 注 射 終 了

1日 后 に 減少,抗 原注 射 后7お よび14日 に 増 加, 20

お よび30日 に減 少, 40日 に 不 変, 55日 に 増 加, 70日
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以 后 減 少 し, Albuminは 墨 汁 注 射終 了1日 后 お よ

び 抗 原注 射后7日 に減 少, 14お よび20日 に増 加, 30

日に 減 少, 40お よび55日 に増 加, 70日 以 后 減 少,

 α-Globnilnは 墨 汁 注 射 終 了 后 に増 加 ,抗 原注 射 后

7～20日 に 減 少, 30日 に 増 加, 40日 に 減 少, 55日 に

減 少, 55日 に 不 変, 70お よび85日 に 増 加, β-Gla-

表13
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bulinは 墨 汁注 射終 了1日 后 お よび抗 原注 射 后7日

に 増 加, 14～40日 に お い て減 少 し, 55日 に 増 加, 70

日以 后 減 少, γ-Globulinは 墨 汁 注 射 終了1日 后 に

減 少,抗 原注 射 后7お よび14日 に 増加, 20～55日 に

減 少, 70日 に増 加, 85日 に減 少 した.

つ ぎに 抗 原 お よ び抗 体価 につ い て 観察 す る と,

 No. 21に お い て は抗 原注 射后7日 に4,000×20, 14お

よび20日 に20,000×44, 30日 に10,000×40, 40日 に

10,000×20, 55, 70お よび85日 に8,000×10で あつ

た. No. 23に お い て は抗 原 注 射后7日 に4,000×40,

 14お よび20日 に10,000×40, 30日 に10,000×20, 40

日に8,000×20, 55日 に8,000×10, 70お よび85日 に

2,000×10で あ つ た. No. 24に お いて は抗 原注 射

后7日 に8,000×40,14日 に20,000×40,20日 に

表14
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表15

10,000×40, 30日 に10,000×20, 40日 に10,000×10,

 55～85日 に100×10で あ つ た.

以 上3例 を 通 して 各 例 と も抗 原 お よび抗 体価 は 抗

原注 射 后14日 に最 高 を 示 し,爾 后漸 次 減 退 した.

b)Platonin pro kg 5γ 連 日7回 注 射 の 場 合

前 項 と同様 の 実験 方 法 に よ りPlatonin pro kg 5γ

毎 日1回7日 間 注射 した 場 合 の消 長 を 追求 した成 績

はK. I., T. P.お よび 蛋 白 分劃 に つ い ては 表16,そ

の増 減 差 お よび 率は 表17,抗 原 お よび抗 体価 につ い

ては表18の ご と くで あ る.

表16
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まず, K. I., T. P.お よび 蛋 白分 劃 に つ い て各3

例を 通 して 観 祭 し一 定 した 変 化を も とめ た結 果 つ ぎ

の ご と くで あつ た.

K. I.は 墨 汁注 射 終 了1日 后 に 増 加,抗 原 注 射后

7日 に 減少, 14, 40お よび70日 に 増 加 の ほか は 増 減

不定, T. P.は 墨 汁 注 射終 了1日 后 に 減 少,抗 原注

射 后7日 に 増 加, 40日 に 減 少 のほ か は不 定, Albu

minは 墨 汁注 射終 了1日 后 に 減 少, α-Globulinは

墨 汁注 射終 了1日 后 に 増 加,抗 原 注 射 后14お よび20

日に 減 少, β-Globulinは 墨 汁注 射 終 了1日 后 に増

加,抗 原注 射 后20日 に減 少, γ-Globuhnは 墨 汁注

射 終了1日 后 に 減少,抗 原注 射后7日 に増 加, 14日

お よび55日 に 減 少 し,そ の ほか は 不 定 で あ つ た.

また 平均 値 に つ い てはK. I.は 墨 汁 注 射終 了1日

后 に増 加,抗 原注 射 后7日 に 減少, 14日 に 増 加, 20

お よび30日 に 減 少, 40日 以 后 増 加 し, T. P.は 墨 汁

注 射 終 了1日 后 に 減 少,抗 原注 射后7日 に増 加, 14

～40日 に 減 少, 55日 に 増 加, 70お よび85日 に 減 少 し,

 Albuminは 墨 汁 注 射終 了1日 后 お よび抗 原注 射 后

7日 に 減 少, 14, 20お よび30日 に増 加, 40日 に 減 少,

 55日 お よび70日 に増 加, 85日 に 減 少, α-Globulinは

墨 汁 注 射終 了1日 后 お よび抗 原 注 射 后7日 に 増 加,

 14お よび20日 に 減 少, 30～70日 にお いて増 加 お よび

減 少 を 交互 に くりか え し, 85日 に 減 少, β-Globu

linは 墨 汁 注射 終 了1日 后に増 加,抗 原 注 射 后7お

よび14日 に増 加, 20～85日 に お いて は 減 少, γ-Glo

bulinは 墨 汁注 射 終 了1日 后 に 減 少,抗 原 注 射后7

日に 増 加, 14～85日 に 減 少 した.

つ ぎに抗 原 お よび抗 体 価 に つ いて 観 察 す る と,

 No. 27に お い ては 抗 原 注射 后7日 に2,000×80, 14

日に40,000×80, 20日 に40,000×40, 30日 に10,000

×40, 40日 に10,000×20, 55日 に10,000×10, 70日
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表17

に8,000×10, 85日 に8,000×5で あ つ た. No. 28に

お いて は抗 原 注 射 后7日 に4,000×40, 14お よび20

日に20,000×40, 30お よび40日 に20,000×10, 55,

 70お よび85日 に20.000×5で あつ た. No. 30に お い

ては 抗 原注 射后7日 に4,000×20, 14お よび20日 に

20,000×40, 30お よび40日 に20,000×20, 55～85日

に20,000×10で あった.

以上3例 を通 して各例 とも抗原お よび抗体価 は抗

原注射后14日 に最高 を示 し爾后漸次減退 したが,一

般に抗体価に比 し抗原価の減退は軽度であつた.
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表18

総 括 お よ び 考 按

ウナ ギ の網 状 織 内 被 綱 胞 系機 能,血 清 蛋 白 お よび

抗 体 産 生 に お よぼ すThiazolocyanin系 感 光 色素

Platoninの 作用 に つ い て 観 察 した成 績 を総 括 考按

す る とつ ぎの ご と くで あ る.

1.免 疫正 常 ウ サ ギにPlatoninをpra kg 5γ

隔 日3回 注 射 した場 合は 網 内 系機 能 は 注 射開 始 后7

日に亢 進, 14日 に いた り低 下 し,血 清 蛋 白に つ い て

はAlbuminは7お よび14日 に増 加, γ-Globulinは

7お よび14日 に増 加, 20日 に いた り減 少 し,そ の他

に お い ては 増 減 区 々で 一定 した 傾 向 は み とめ られ な

かつ た.一 方 抗 原 お よび抗 体 価 は14日 に 最 高 とな り,

各例40,000×160, 20,000×20, 8,000×10を 示 し以

后漸 次 減 少 したが85日 に お いて もな お 各8,000×10,

 10,000×0, 100×0値 を 示 した.

つ ぎにPlatoninをpro kg 5γ 連 日7回 注 射 した

場 合は 網 内 系 機能 は7日 に低 下 し,血 清 蛋 白に つ い

ては γ-Globulinは7お よび14日に増加, 20日 に減

少し,そ の他 においてに一定 した傾向はみとめられ

なかつた.一 方抗原お よび抗体価は14日 に最高 とな

り,各 例2,000×20, 2,000×10, 10, 000×10を 示 し

たが以后漸次減少 し, 1例 は70日, 2例 は85日 にお

いて0×0と なつた.

以上Platonin注 射2群 の成 績を比較す ると,網

内系機能は3回 注射においては7日 に亢進 し, 7回

注射においては逆に低下し,抗 体産生 も3回 注射の

方がは るか に大であ り,こ の ことはPlatoninの 網

内系にたいす る機能 亢進作用が前者の方が大であ り,

その結果抗体産生 も前者において大 となつた ことを

示す もの と思考 され る.河 村14)は 感 光 色 素の薬治

的作用は生体細胞にたいする刺戟作用 による治癒能

力の増進であ り,そ の合法的使用法は病体個々にた

いす る刺戟適量をえらび断続的に使用す ることであ

ると報告 し,ま た間世 田15)の ウサギ血 液 の鮮紅色

呈色度お よび還元剤にたいする態度ならびに赤 血球
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抵 抗 に お よぼすPlatoninの 効 果 に つ い て実 験 し,

連 続 投 与 は1回 投 与 の 場 合 と変 化は な いか,む しろ

悪 影 響 を お よぼ す と 報 告 し,本 庄11)も 正 常 ウサ ギ

に た い しPlatonin pro kg 5γ 隔 日3回 注 射 は高 度

に網 内 系機能 を 亢 進 せ しめ, pro kg 5γ 連 日7回

注 射 に ほ とん ど亢進 せ しめ なか つ た と報 告 して い る.

2.脾 剔 出 后 免疫 クサ ギにPlatonin pro kg 5γ

隔 日3回 注 射 した場 合 は脾 剔 出 后1日 に おい て 網 内

系機 能 は 低 下, Albuminは 減 少, β-Globulinは

増加 した が, γ-Globulinは 脾 剔 出后1日 に 減少,

注 射 開 始后7日 に 増 加 し,そ のほ か は お おむ ね一 定

した傾 向が な く,一 方 抗 原 お よび 抗 体価 は 抗 原注 射

后14日 に最 高 とな り,各 例20,000×80, 10,000×20,

 20,000×20を 示 し以 后漸 次 減 少 し,各85日, 40日,

 70日 に お い て0×0と なつ た.

つ ぎ に同 様 脾 剔 出 后 免 疫 ウナ ギにPlatoninを

pro kg 5γ 連 日7回 注 射 した場 合 は網 内系機 能 は 脾

剔 出后1日 に低 下,注 射 開 始后7日 に上 昇 し, T. P.

は注 射開 始 后7お よび14日 に 増 加 し, Albuminは

脾剔 出 后1日 に減 少, α-Globulinは 注 射開 始后7

日に 増 加, 14日 に 減 少, β-Globulinは 脾 剔 出后1

日お よび注 射開 始 后7日 に 増 加, 14, 20お よび30日

に 減 少, γ-Globulinは 脾 剔 出 后1日 に減 少,注 射

開 始 后7お よび14日 に 増 加, 20お よび30日 に 減 少 し,

そ のほ か は ほ とん ど一定 の傾 向 はみ とめ られ なか つ

た.一 方抗 原 お よび抗 体 価 は 抗原 注 射 后14日 に最高

と な り,各 例20,000×80, 10,000×20, 20,000×

40を 示 し以 后 漸 次 減 少 したが, 85日 に お い て も各

10,000×5, 2,000×0, 20,000×5で あ り,な お 抗

原 価 の 減 少 は 抗 体 価 に 比 し 軽度 で あつ た.

以 上Platonin注 射2群 の 成績 を 比較 す る と,網

内 系機 能 は 脾 剔 出后1日 に お いて 低下 した 后, 7回

注 射 に お いて は注 射開 始 后7日 に お い て著 明 な機能

恢 復,亢 進 を きた すが, 3回 注 射 に お いて は機 能 亢

進 は 前者 程 あ きらか で なか つ た.ま た抗 体産 生 は 両

老 と もそ の最 高 値 を 示す 抗 原注 射 后14日 にお いて は

にまと ん ど差 異 は な か つ たが, 3回 注 射 群 は7回 注 射

群 よ り抗原 お よび抗 体価 の 減 少が す み やか の ご と く

で あつ た.す なわ ち,網 内 系機 能 お よび抗 体 産生 促

進 作 用 は7回 注 射が よ り有 効 であ る と思考 され,正

常 ウナ ギ の場 合 と逆 の結果 が え られ た.こ の ように

正 常 ウサ ギに た い しては ほ とん ど機能 亢進 を きた し

えな か つ た7回 連 続 注 射 が 卓効 を 示 した こ とは機 能

低 下 した網 内系 に た い して は正 常 の状 態 よ りも頻 回

か つ 多 量 のPlatonin注 射 を 要 す る もの と思 考 され,

前述 の本 庄11)の 実 験 報 告 と まつ た く一致 した結 果

が え られ た.ち なみ に 河村16)は 感 光 色 素 の臨 床 的

応用 の 経験 か ら病 的 状 態の もの に は その 程度 に 応 じ

た薬 用 量 が作 用 した ときは じめ て 正常 状 態 に復 帰 せ

ん とす る機 能 の亢 進 が み られ,個 々 の患 者 に その適

量 と使 用 法 を 見 出す こ とが 本 剤 の 治 効を い かす 鍵 と

な る との べ て お り,ま た 緒 方17)はCyanin系 感 光

色 素 に よ る週 期性 波 動 呼吸 出現 に た いす る至適 量 に

関 し実 験 し,著 者 の 実験 結 果 と匠様 極小 量 の量的 差

異 が そ の お よぼす 反 応 に 著 しい相 違 を 招 来す る と報

告 してい る.

3.墨 汁 填 塞 后 免 疫 ウ ナ ギ にPlatoninをpro

 kg 5γ 隔 日3回 注 射 した場 合 は 網 内 系 機 能 は墨 汁

注 射終 了后1日 に 低 下, Platonin注 射開 始 后7日

に上 昇 し, T. P.は 墨 汁 注 射 終 了 后1日 に 減少,

 Platonin注 射開 始 后7お よ び14日 に増 加, 20お よ

び30日 に減 少 し, Albuminは 墨 汁 注 射 終 了后1日

お よびPlatonin注 射 開始 后7日 に 減 少, 14日 に 増

加, β-Globulinは 墨 汁 注 射 終 了 后1日 お よ び

Platonin注 射開 始 后7日 に 増 加, γ-Globulinは 墨

汁 注 射 終了 后1日 に 減 少, Platonin注 射開 始后7

お よ び14日 に増 加, 20日 に 減 少 し,そ の ほか は おお

む ね 一定 した 傾 向は み とめ られ なか つた.一 方抗 原

お よび抗 体 価 は抗 原 注 射后14日 に お いて 最高 とな り,

各例20,000×40, 10,000×40, 20,000×40を 示 し

以 后漸 次 減 少 した が, 85日 に お い て も各8,000×10,

 2,000×10, 100×10で あつ た.

つ ぎ に 同 様 墨 汁 填 塞 后 免疫 ウ サ ギにPlatonin

 pro kg 5γ 連 日7回 注 射 した場 合 は 網 内 系機能 は墨

汁注 射 終 了1日 后 に低 下, Platonin注 射開 始后7

日に上 昇, 14日 に 低 下 し, T. P.は 墨 汁注 射終 了后

1日 に 減 少, Platonin注 射 開 始 后7日 に 増 加,

 Albuminは 墨 汁 注 射 終 了 后1日 に 減 少, α-お よび

β-Globulinほ 墨 汁注 射終 了 后1日 に 増 加, γ-Glo

bulinは 墨 汁注 射 終 了后1日 に 減少, Platonin注 射

開 始 后7日 に 増 加, 14日 に 減 少 し,そ の ほか は お お

む ね 一定 した 傾 向は み とめ られ な か つ た,一 方抗 原

お よ び抗体 価 は抗 原注 射 后14日 に最 高 とな り,各 例

40,000×80, 20,000×40, 20,000×40を 示 し,以 后

漸 次 減少 したが85日 に お いて もなお 各8,000×5,

 20,000×5, 20,000×10で あ り,抗 原 価 の減 少 は抗

体 価 に比 し軽 度 で あつ た.

以上Platonin注 射2群 の 成 績 を 比 較す る と,網

内 系機 能 は墨 汁注 射 終 了后1日 に 低 下 した 后 両 群 と

もPlatonin注 射 開 始 后7日 に 上 昇 し,ま た抗 体 産
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生はその最高値 を示す抗原注射后14日 においてはほ

とん ど差異はないが, 3回 注射群は7回 注射群よ り

抗原価 の減少がすみやか であつた,す なわち,第1

編 においてのべた ごとく,墨 汁填塞に よつて墨汁 注

射終了后1日 において低下 した網 内系機能はすみや

かに恢復 し,逆 にその再生代償能を刺戟 され反射的

に亢進を きたした結果2群 ともPlatonin注 射開始

后7日 に おいて著明な機能亢進を示 したものと思考

された.ま た抗原価 の減少が7回 注 射群は3回 注射

群 よ り軽度で あつた ことは前者が后者に比 し抗体産

生促進に たい しより有効であることを示す ものと思

考 され脾剔出の場合と同様の結果をえられた.

4.血 清蛋 白の変化についてと くにみとむべ き点

は墨汁填塞后Platonin 7回 注射 群以外の各群にお

いて γ-Globulinは 抗原注射(Platonin注 射開始)

后7お よび14日 において増加 し抗体産生 と並行関係

を示 し,前編12)においてのべた と同様 γ-Globulin,

と抗体産生 との関係が密接なることを思推せ しめた

一方
,抗 原注 射 に よるか よ うな 必 然 的の γ-Glo

bulin増 加のためPlatonin注 射の γ-Globulinに

たいす る影響は あきらかでなかつたが,三 上,白 水,

下村18)はPlatonin注 射 による血 清 蛋 白の変化に

ついてAlbuminは ほ とん ど変化せず, Globulinの

増加をみとめた と報告 し,本 庄11)は 著 者 と間様の

方法に よるPlatonin注 射に よつて網 内系機能 とと

もに正常 γ-Globulinの 上昇 をきた したと報告 して

いることか らして抗体産生の促進にたいしPlatonin

の正常 γ-Globulin増 強作用が大 いに関 係あると思

推 され る.な おT. P.お よび他 の蛋 白分劃について

は有意な変動は あまりみとめ られ なかつた.ま た墨

汁填塞 后Platonin 7回 注射群に あつては前述のご

とき網 内系機能の反射的亢進 とPtatoninの 有力な

作用 とが くわわつ て早 期に γ-Globulinの 著増をき

た しその結果Platonin注 射開 始后7日 において実

験期間中最高の γ-Globulin量 を示すに 至つた もの

と思考 された.

5.網 内系機能 と抗 体 との関係 について観察する

と,正 常 ウナギにおいてPlatonin隔 日3回 注射群

は連 日7回 注射群に比 して網内系機能亢進が著明で

あ り.こ れに応 じて抗体産生 も前者が より大で あ り,

また脾剔出ウサギにおいては7回 注射群の方が網内

系機能の恢復亢進が高度であるのに ともなつて抗 体

産生 もよ り大であ り,ま た第1編 岡様に脾剔出およ

び墨汁填塞に よ り網 内系機能 を低下せしめ るとそれ

に応 じて γ-Globulinの 低下 を招来 した ことか ら木

村19), Sabin20)ら の主張す るごと く,抗 体産生母地

としての網 内系の役割が大 なることが思推 された.

6.著 者は第1編 において本編 と同様に正常,脾

剔出お よび墨汁填塞 の3群 にわけて抗体産生 の消長

を観察したが,各 群について第1編 と本編 との抗原

お よび抗体価をその最高時期お よび抗原注射后85日

において比較表示す ると表19お よび20の ごとくであ

る.

す な わ ち, Platonin注 射 の有 効 で あっ た正常

ウサギに おけるpro kg 5γ隔 日3回 注射,脾 剔出

ウサギにおけ るpro kg 5γ連 日7回 注 射において

は第1編 の成績 と比較 してあきらかに抗体産生は大

であつた.ま た一般に第1編 の両群においては抗体

産生の最高期は抗原注射后20日 であるのに たい し本

編においては3回 お よび7回 両注射群 とも14日であ

り,こ れは程度の差 こそあれPlatoninに よる抗体

産生促進に もとず くところ大であると思考 された,

ちなみ に 伊 藤, 黒田,安 藤21)はPlatonin注 射が

Bang氏 菌によるSchwartzmann現 象 に ある程度

関 係 す る と称 し,内 藤12)はLuminお よびPla

toninはArthus現 象を増強する作用を有 し,し か

も同 現象 発 現 部 位 の治 癒 を促 進する と報告 し,

 Allergie性 疾 患 に た い し本 薬 剤 の効果あるのは

Allergie反 応発現抑圧では な くAllergie反 応の結

果生 じた組織障害にたいし効果 あるためとのべ てい

る.一 方墨汁注射群 においてはそれほどあ きらかな

差異を両編 間にみ とめえなかつたが,こ れは前述の

ごとく墨 汁填塞后の網 内系機能 の反射的亢進が一因

をなす と思考された.

7. Cyanin系 感光色素が網 内系 機 能にたい して

亢進的に作用する こ とは 波 多 野23),今 永5),島 田9)

福永24),荒 川25)ら によ り確 認 され ているが,と く

に荒川は感光色素のもつとも特有な作用は網 内系機

能 亢進であ り,他 の種 々の生物学的作用 もこの網内

系機能 亢進作用 と並行 していると報告 してい るごと

く本実験において もPlatoninを 各状 態に応 じて有

効に使用す ることに よ り網内系機能 とともに抗体産

生を促進 し, Platoninの 医 学的 効果 の一因 として

網 内系機能お よび抗体産生促進作用が 重要なること

が思考 され た.
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表19

表20
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結 論

以上,正 常 ウサ ギおよび脾剔出な らびに墨 汁注射

に より網内系機能を障害 した ウサギにたい しウシ血

清抗原を1回 注射 し,同 時にPlatoninをpro kg 5γ

隔 日3回 な らびに連 日7回 の2群 にわけて注 射 して

Kongorot Index,血 清蛋 白,と くに γ-Globulin,さ

らに沈降素価 および沈降素量の消長を一定 間隔の も

とに検査 し観察 した結果,つ ぎの ごとぎ結論を えた.

1. Platoninを 投 与 せ んとす る生体の状態に応

じた量および方法を もつて注射 した結果網内系機能

とともに抗体産生を著明に促進 した.す なわち,正

常 ウナギにはpro kg 5γ隔 日3回 注 射,脾 剔出お

よび墨汁填塞に よ り網 内系機能 を低下せ しめた場 合

はpro kg 5γ連 日7回 注射 が もつとも有 効であつ

た.

2.各 群 とも抗原注 射后14日 において抗 体産生は

最高 とな り爾后漸次減少 した.ま たその最高期にお

いてPlatoninに よ り著明に抗体産生 の促進 された

例,す なわち,正 常 ウサ ギに おけ るpro kg 5γ隔

日3回,脾 剔出お よび墨汁填塞ウサ ギにおける連 日

7回 注射群は沈降素価 および量,と くに前者の減退

の程度がその他の例に比 し軽度であ り,血 中抗体の

保持が長期にわたることが思推 された.

3.第1編 において報告 したPlatonin非 投 与例

に比 し本編においては全群 とも沈降素価お よび量は

早期に最高値 に達 し,Platonin注 射が全 般 的 に抗

体産生 を促進 したと思考された.

4.血 清蛋白,と くに γ-Globulinは 抗 体とほほ

並行 した消長を示したが,他 の総 蛋白濃度, Albu

min, α-および β-Globulinに おいては 有 意な変動

はあま りみ とめられなかつた.ま たPlatoninに よ

る網 内系機能促進の著明な例においては抗体産生 も

高度かつ長期にわた り,な お脾剔 出および墨 汁填

によ り網内系機能を低下せ しむれば γ-Globulinは

減少す ることか ら網 内 系 機能,抗 体お よび γ-Glo

bulinの 関係はきわめて密接であ る ことが思考され

た.

稿を終るにのぞみ,御 懇篤な御指導ならびに校閲

を賜 わりた る恩師三上教授に深甚な謝意を ささげる

とともに岡山大学医学部法医学教室教室員各位の御

指導御援助を感謝いたします.

(本論文の要 旨は昭和33年5月 第42次 日本法医学

総会において発表 した)

文 献

1) Brownig et al Rroc. Poy. Soc. London; 

105, 99 (1929). 108, 119 (1930). 109, 51

 (1930), 110, 249 (1931), 113, 293 (1932). 

115, 1 (1934).



3562 大 林 貞 子

2) 尾 形:最 新医 学, 4巻, 3号, 20頁,(昭24).

3) 波 多 野:体 質 学 誌, 9巻, 1号, 2頁,(昭15).

4) 鈴 江:最 新医 学, 4巻, 3号, 24頁,(昭24) .

5) 今 永 ・日本 医事 新 報, 1194号, 3頁,(昭21).

6) 緒 方他:感 光 色 素, 2号, 10頁,(昭24).

7) 村上 他 ・感 光 色 素, 8号, 1頁,(昭26), 9号,

 16頁,(昭26).

8) 尾 崎:感 光 色 素, 2場, 9頁,(昭24).

9) 島 田 日本 医 事新 報, 1194号, 4頁,(昭21).

 1228号, 6頁, (昭22).

10) 宮 崎:感 光 色素, 2号, 12頁,(昭24).

11) 本 庄:感 光 色 素, 43号, 27頁,(昭32), 48号, 1

頁,(昭32).

12) 大 林:岡 山医 学 会 誌, 70巻, 2号(748号)351頁,

(昭33).

13) H. Adler & F. Reimann: Z. exper. Med.47,

 615, (1925).

14) 河 村:日 本 外 科 学 会誌, 48回, 114頁,(昭22～

23).

15) 間 世 田 ・鹿 児 島 衆立 大 学 医 学 部 紀要, 5巻, 2号,

 76頁(昭28).

16) 河 村:最 新医 学, 4巻, 35, 137頁,(昭24).

17) 緒 方:最 薪医 学, 4巻, 2号, 33頁,(昭24).

18) 三 上 他:感 光 色 素, 7号, 15頁,(昭26).

19) 木 村:組 織 培 養,共 立 出 版, (1947).

20) F. R. Sadin: J. exp. Med., 70, 67, (1937) .

21) 伊 藤 他:感 光 色 素, 18号, 8頁,(昭28).

22) 内 藤:感 光 色 素, 21号, 36頁,(昭28).

23) 波 多 野:最 新 医 学, 4巻, 2号, 13頁,(昭24).

24) 福永:感 光 色 素, 6号, 12頁,(昭25).

25) 荒 川:感 光 色 素, 19号, 1頁(昭28).

Experimental Studies on the Effect of Photosensitizing Dye,

 Platonin upon the Antibody Productions

Chapter II

Experimental Studies on the Changes That Occur Either in the 

Reticuloendothelial System, Serum Protein, or the Antibody 

Production of Immunized Rabbits Caused by Platonin

By

Sadako OBAYASHI

Department of Legal Medicine, Okayama University Medical School

(Director: Prof. Y. MIKAMI)

After injected once bovine's serum antigen toward the normal rabbit, and the rabbit with 

impediments in the reticulo-endothelial function due to ink injection and splenorectomy, I have 

pro kg 5ƒÁ of Platonin in two groups injections three times every other day and the same 

amount once a day for the whole week continuously (7 times), and then have taken obser

vations on such matters as Congo-red index, serum protein density especially T-Globulin, 

precipitin value, and quantitative changes, and obtained the results as follows'.

1) In case of normal rabbit, the injections three times every other day has shown remark

able effect than that of once a day for the whole week continuously; in case of rabbit with 

impediments in the reticulo-endothelial function due to splenorect my and ink injection, the 

latter has indicated more remarkable results than the former.

2) Among every groups, antibody production has proved at its maximum in 14 days 

after antigen injection, but has gradually showed decrease. When the antibody production
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has proved at its maximum as quickened by injection of Platonin, it could be seen that the 

decline in precipitin value and quantitative changes has proved as slowly especially in former 

compared with others, and antibody in serum has kept for a long time.

3) In this chapter, the precipitin value and quantity has proved at its maximum as

 quickened in every groups compared with the case of no administration of Platonin as reported 

at Chapter One, and injection of Platonin has proved to quicken upon the antibody production.

4) Serum protein esp. ƒÁ-Globulin showed almost a parallel relation with antibody, while 

no definite changes could be seen. When the function of reticulo-endothelial system has proved 

as quickened by administration of Platonin, the quickened state of antibody production has 

kept for a long time and at a high level. Further, decline of the reticulo-endothelial function 

due to splenorectomy has equally showed decrease of ƒÁ-Globulin. Therefore, it may be roughly 

conduluded that a close correlation exists among the reticulo endothelial function, serum pro

tein and ƒÁ-Globulin.


